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①仙台 134.0 128.0 276.0 576.9 4,103.0 14.1
②岩沼市 0.0 0.0 1.2 2.9 109.5 2.7
③名取岩沼 0.0 0.0 92.7 257.2 2,481.0 10.4
④みやぎ亘理 0.0 23.3 523.6 664.3 2,800.0 23.7
⑤あさひな 203.0 274.0 591.8 765.1 3,310.7 23.1
⑥みやぎ仙南 3,212.0 3,521.0 3,393.5 3,292.1 7,387.0 44.6
⑦古川 217.8 341.5 547.1 780.1 5,082.0 15.3
⑧加美よつば 338.0 367.1 543.6 577.2 5,031.0 11.5
⑨いわでやま 132.0 177.5 329.2 355.0 1,825.0 19.5
⑩みどりの 968.7 1,201.0 2,367.1 3,002.1 8,411.9 35.7
⑪栗っこ 643.0 1,024.3 3,314.0 5,044.8 10,029.2 50.3
⑫みやぎ登米 8,040.0 8,478.2 8,232.34 8,507.7 10,644.0 79.9
⑬南三陸 0.0 0.0 14.3 35.0 1,217.0 2.9
⑭いしのまき 380.0 483.3 595.9 2,218.5 8,140.0 27.3










率は表 2 のように宮城県全体の 37％に到達している。
この資料からわかるように、宮城県内の「みやぎの環
境保全米」の普及状況は、いまだ地域的な差が大き




























































































場合 10a あたり 6,000 円、さらに技術実証・普及、土
壌・生物等の調査分析等の活動経費の営農基礎活動支
援として地区単位で 20 万円支援」が助成される。大






































宮城教育大学 環境教育研究紀要　第 12 巻 (2010)
から、農地・水・環境保全向上対策の実施により 2階
部分の支援が始まり、「環境保全米」に取り組む動きが、














米」が 17 戸、「環境保全米」が 12 戸で、中目集落 48





































秋田県湯沢市と接している。栗原市は栗原郡の 9 町 1



















地面積は 1995 年に 17,325ha であったものが 2005 年
には 16,421ha へと変化し、この 10 年間で、約 900ha
も減少している。耕作放棄地が急速に拡大しているこ
とを示している。一戸当たりの経営耕地面積は、1995














上集落の経営耕地面積は 47.3ha、農家数が 43 戸で非







る 43 戸の農家の経営規模を見ると、200a 以上層は 5






































業を営んでいる団体に対して、10a 当たり 4,400 円、
さらに高度な農地・水向上活動を行っている農家に対
して 10a 当たり 6,000 円が交付される。この地域の平
均収量は、ひとめぼれ品種で 10a あたり、6 ～ 7 俵で
ある。6 俵で計算すると、1 俵あたり 1,000 円の交付
金が得られることになる。「環境保全米」を栽培する
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表 : 小金澤孝昭）の 2009 年度の成果の一部である。この成果
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